
活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－３７３７３７３７

① タイトル

② 活動の概要

③ 目標・ねらい

④

活動で上げるこ

とができる力・

能力

⑤ 対象者

⑦

準備するもの

（道具・材料

等）

⑧ 所要時間

⑨

必要なマンパ

ワー（種類、人

数）

⑥ 活動・作業形態 訓練項目：テント設営、仮設トイレ設営、担架搬送、車椅子、リヤカー搬送、消火ポンプ操作、発電機操作、消火器による初期消火、煙道体験
町会指導員：各町会より２～４名　　自主防災会会員：各訓練会場で３～５名（訓練内容による）
避難訓練終了後、各避難場所で事前に訓練を受けた各町会の指導員および自主防災会の会員、消防署員の指導の下、防災活動を実践体験する。大型テント、簡易テント、仮設トイレ、担架、車椅子、組み立て式リヤカー、小型消火ポンプ車、携帯発電機、粉末消火器、オイルパン、炊き出し用具①事前講習：約２時間  ②当日事前準備：約１時間  ③訓練本番：各会場で約１.５時間
全住民
「阪神淡路大地震」級の地震の発生を想定し住民の自助・共助行動を体験訓練（見学型から参加型へ）

朝倉台自主防災会
全員参加を目指した「防災体験訓練」
①全住民の防災活動の実践力を高める  ②住民の自助・共助意識を高める①全住民の防災活動の実践力  ②住民の自助・共助意識



⑩

必要経費

（所要額、財

源）

■活動の流れ↓活動の流れ
①

訓練内容の企画を決定する。 → 実施３ヶ月前までに自主防災会役員会が訓練項目、会場、担当者について内容を検する。 → 全員が体験できるように５つの訓練会場に配分する。 → 会場の広さ、住民居住地域からの距離を考慮し、１会場での参加者を１００名から３００名とする。 → ４～５年で一巡して、全項目が体験できるように１会場で２～３項目の内容で体験する。 → 実施２ヶ月前までに訓練内容、役割を自治会４役と調整する。 → ２ヶ月前までに自治会役員会で訓練内容の役割を決定する。 →↓
②

訓練内容、方法の説明・広報をする。 → ２ヶ月前までに自治会役員会で企画書の細部を説明する。 → 1ヶ月前までに自治会防犯防火委員会で説明する。 → １ヶ月前までに自主防災会役員会で企画書の細部や人員配置などを説明する。 → 1ヶ月～1週間前までに回覧、全戸配布、安心安全ネットワークニュース、ＨＰで日時、場所、内容を全世帯に広報する。 → → →↓
③

関係機関に協力を要請する。 → １～２ヶ月前までに桜井消防署に消火器による初期消火訓練、煙道避難体験訓練の協力を要請する。 → ２～３ヶ月前までに業者に非常持出品などの展示販売協力を要請する。 → → → → →↓

ガソリン代、粉末消火器（５０００円×５本）、炊き出し費２万円程　（自治会負担）



④

訓練に使用する備品の補充・点検をする。 → 1ヶ月前までに企画書に基づき、不足する備品類を購入し、補充する。 → 訓練に使用する備品類の最終点検を行う。 → → → → →↓
⑤

町会指導員の募集と事前研修をする。（町会役員とは、事前に体験訓練の内容を研修し、当日、住民に指導する者） → ２週間前までに自治会を通じて、各町会から2名以上の町会指導員を募集する。 → 2週間前までに町会指導員の事前訓練を行う。 → 主として自町会が属してる避難場所で実施する項目を重点的に実践体験し習得する。 → → → →↓
⑥

体験訓練の事前準備をする。 → 訓練当日、町会指導員、自主防災会会員は避難訓練開始１時間前に防災倉庫前に集合する。 → 町会指導員、自主防災会会員は、各訓練場所で使用する機材を倉庫より搬出し、担当の訓練会場に搬送する。 → 町会指導員、自主防災会会員は、大型機材を借用した個人所有の軽トラックで搬送する。 → → → →↓
⑦

体験訓練を実施する。 → 避難訓練終了後に各避難場所で体験訓練を開始する。 → 町会指導員指導のもと、計画した項目を実践体験する。防災会会員は、訓練をサポートする。 → 初期消火、煙道非難体験は、桜井消防署員の指導を得て行い、地元の消防団が巡回指導する。 → 町会長はできるだけ参加者全員に体験するように要請する。 → 訓練状況を写真で記録し、ホームページや展示で公開する。 → 自主防災会役員は、必要に応じて外部からの見学者に説明をする。 →↓
⑧

反省会を行う。 → 体験訓練直後に、自治会役員、自主防災会会員で、避難訓練を含め、反省会を行う。 → 参加者数、情報の連絡方法、訓練の進捗状況、などを話しあう。 → 自主防災会役員会で、反省会の内容を整理して、次回に訓練に反映する → → → →



↓
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

自治会と自主防災会が協力して行う。　自治会が主体、自主防災会は企画、指導、サポート
①体験訓練の活動写真②案内文

・体験者の累計人数　　　・実際に体験した住民の数
・実体験者の生の声



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－３８３８３８３８

① タイトル

② 活動の概要

③ 目標・ねらい

④

活動で上げるこ

とができる力・

能力

⑤ 対象者

⑥ 活動・作業形態

⑦

準備するもの

（道具・材料

等）

⑧ 所要時間

⑨

必要なマンパ

ワー（種類、人

数）

各町会ごとに２～３名（避難世帯確認、町内点検）、各避難場所ごとに１名（本部とのトランシーバー連絡担当）
自治会、自主防災会が連携して住民を安全に指定避難場所（住宅地内の５ヶ所の公園）に避難誘導し、安否を確認する住民名簿（各町会各班ごと）、トランシーバー（１０台）、メガホン（５～６台）、車載拡声装置（１式）本番：約１時間　、事前準備：約３時間
地域全住民
「阪神淡路大地震」級の地震の発生を想定した住民の避難訓練

朝倉台自主防災会
全員参加を目指した「防災避難訓練」
①全住民の防災意識を高める　　②地域住民のコミュニケーションを深める①全住民の防災意識　　②地域のコミュニケーションの強化



⑩

必要経費

（所要額、財

源）

■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

主催組織の連携を図る。（実施日、開始時間、役割分担、避難の方法など） → 自治会と自主防災会とが連携する。 → 自主防災会と自治会４役とが協議する。 → 自主防災会と自治会全役員とが協議する。 → 自治会の防犯防火委員会へ説明する。 → → →↓
②

参加者の調査を行う。（要支援者の調査、住民名簿の作成） → アンケート方式により、災害時要支援者の調査を行う。（団体、民生委員が安心安全ネﾈｯﾄﾜｰｸで調査する。） → 世帯数の確認を行う。 → 各町内会が担当して、要支援者の確定と支援者の協力を要請する。 → 支援者は要支援者の近隣の家庭へ要請する。 → → →↓
③

関係組織への届け出、協力、見学など要請する。 → 市役所防災安全課へ「避難訓練実施計画書」提出する。 → 桜井警察署へ訓練時の地域内巡回を依頼する。（防犯対策） → 地域自主防災会、地元消防団へ開催案内を郵送する。 → → → →↓

事前広報用印刷物代、広報車ガソリン代、連絡機器用電池代　（財源は自治会費より）
→活動の留意点、資料など＜１＞



④

全住民に開催を周知徹底する。 → 自治会総会の議案書で、年間行事として知らせる。 → 開催の1ヶ月前までに、回覧（自治会ルート）やホームページによる広報（自主防災会作成）を行う。 → 自治会ルートで案内文の各戸配布による広報を行う。 → 開催の前日、当日、自主防災会が、、広報車で巡回広報を行う。 → → →↓
⑤

各避難場所（公園）に避難する。 → 各家庭が火の元の点検や施錠を行う。 → 非常持ち出し品を携帯する。 → 住民が協力して安全に指定された避難場所（５ヶ所の公園）避難する。 → 支援者が災害時要支援者と同行する。 → 桜井警察署がパトロールカーで住宅内を巡回する。 → →↓
⑥

町会長または代行者が各避難場所で点呼を行う。 → 各町会ごとに避難状況を把握する。 → 住民名簿に基づいて、避難者を点呼確認する。 → 避難路の被害状況を確認する。 → 未避難者の有無を確認する。 → 未避難者の状況を自宅前まで行って確認する。 → 各町会で避難者確認表を記載する。 → 避難者確認表の内容を自主防災会の連絡担当にトランシーバーで「速報値」として本部へ報告する。
⑦

全体集計を行う。 → 本部で全体の避難状況を把握する。 → 自主防災会連絡担当はトランシーバーで本部へ連絡する。 → 本部で全体の避難人数を集計する → 対策本部長である自治会長へ報告する。 → → →↓
⑧

最終結果である参加者名簿を本部へ提出する。 → 避難状況の詳細をまとめる。 → 各町会は参加者名簿を本部に提出する。 → 本部で参加世帯数、参加人員、非常持出品携行人数などを集約する。 → 対策本部長である自治会長へ報告する。 → 最終結果は、ホームページ、安心・安全ネットワークニュースなどで周知、報告する。 → →



■活動の評価方法

①数や両の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

①「避難訓練」と「体験訓練」をセットで行う。（参加者の興味を誘う）　　②自治会の年間活動計画に組み込む。　③自治会との連携
①「朝倉台自主防災会ホームページ」②避難訓練活動写真③全戸配布の案内文

・前年より参加者が増える　　・訓練を継続する　　・アンケート調査により住民の声を次年度の訓練に活かす



活動指導案
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－３９３９３９３９

① タイトル

② 活動の概要

③ 目標・ねらい

④

活動で上げるこ

とができる力・

能力

⑤ 対象者

⑥ 活動・作業形態

⑦

準備するもの

（道具・材料

等）

⑧ 所要時間

⑨

必要なマンパ

ワー（種類、人

数）

⑩

必要経費

（所要額、財

源）

地域住民
災害時の住民への給食活動の一つとして汁ものの炊き出しの訓練を行う。

朝倉台自主防災会
避難者が調理する炊き出し訓練
住民の手による給食活動を可能にする。①炊き出しの調理技術の充実　　②調理可能者の拡大

５～１０名　（調理要員、配給要員）２万円程度（食材、食器、調味料）

避難訓練時に避難場所で調理要員を募集して炊き出しを行う大根などの野菜、豚肉（入手できれば）、粉末だし、味噌　　　焚き火用ドラム缶、七輪、大なべ、寸胴鍋、まな板、包丁、お玉、ザル、薪、木炭使い捨て食器、割りばし、ポリタンク、洗剤、たわし約２時間　（３００名分）



■活動の流れ 　↓活動の流れ
①

給食責任者を決定する。 → 給食の炊出し責任者と補助者（２名）を決める。 → → → → → →↓
②

食材、燃料の購入、準備する。 → 食材と燃料の準備をする（豚肉、もやしなど） → → → → → →↓
③

調理要員を確保し、調理場へ配置する。 → 調理用具を防災倉庫から搬出、設置する。 → 避難場所で避難者の中から調理要員を確保する。 → → → → →↓
④

調理の事前準備を行う。（食材切り分け） → 大鍋で水を沸かす。 → 食材の洗浄をする。 → 食材を切り分ける。 → → → →↓



⑤

調理を開始する。（加工） → 大鍋又は寸胴鍋にお湯を少なめに入れる。 → お湯を沸かし、食材を入れる。 → 食材が煮えた状態になると、お湯を追加する。 → 味噌を入れ、加熱する。 → 味見を行い、調味する。 → →↓
⑥

配給する。 → 配給要員が使い捨て容器に入れて、配る。 → → → → → →



■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

食材の差し入れがある
①炊き出し訓練の写真②レシピ

①配食数の増減　　②調理時間　　③調理要員参加者の人数
給食者の味の評価が高い



活動指導案 実践団体名
■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－４０４０４０４０
① タイトル
② 活動の概要
③ 目標・ねらい
④

活動で上げることができる力・能力
⑤ 対象者
⑥ 活動・作業形態
⑦

準備するもの（道具・材料等）
⑧ 所要時間
⑨

必要なマンパワー（種類、人数）
⑩

必要経費（所要額、財源）

全住民
情報を周知徹底するため、多角的な情報伝達手段を習得・活用し、正確で継続した情報の提供を図る

朝倉台自主防災会
　自主防災会（自治会）の可能な広報戦略
①各種情報の周知徹底　　　②有用情報の告知　　③情報伝達手段の習得①各種情報量の拡大（受信側）　　②情報の伝達能力を高める（発信側）

各手段担当：各１～２名　（マンパワー：上記所要時間×１～２名）紙代：全戸配布　７００円／回　　回覧　７０円／回　　インターネット接続料：６,５００円／月　ガソリン代　１００円／回財源　：全戸配布２回分、ガソリン代＝自主防　　その他＝自治会

各種手段（①全戸配布　②回覧・掲示板　③ネットワークニュース発行　④インターネット活用　⑤広報車による情報の伝達印刷機、パソコン、ホームページビルダー、車載用拡声装置、車①全戸配布：作成、印刷２～４時間×３回　　②回覧：作成、印刷２～３時間×２回　　③ネットワークニュース：作製２時間×１２回（ﾈｯﾄﾜｰｸの中で）　　④インターネット：更新２時間×随時（作製、更新時間は内容により変化）　　⑤広報車巡回：約１時間／１回×４回



■活動の流れ↓活動の流れ
①

記事の収集、選択を行う。 → 広報する記事を集める。 → 広報する記事を選択する。 → 選択１項目・全員に知らせる・役員のみに知らせる → 選択２項目・緊急情報・行事開催案内・注意喚起・知識の情報・その他 → 広報担当の合意を得る。（副会長が関係する役員と合意） → →↓
②

広報する手段を選ぶ → 選択項目・全戸配布・回覧、掲示板・ﾈｯﾄﾜｰｸﾆｭｰｽ・ホームページ・広報車 → 資料の作成・原稿を作る・全戸配布、回覧は必要数印刷する全戸配布：１２００枚　回覧：９０枚 → 広報を担当する人（組織）に依頼する　回覧は自治会に依頼、　全戸配布は自治会、自主防災会で分担する。(同様に） → 掲示板が掲示物を自主防災会が自治会の掲示板に掲示する。 → 原稿の作成段階で広報担当の合意を得る。（副会長が関係する役員と合意） → →↓
③

全戸配布による広報〔順位１〕(順位は、ニーズに対して需要な順番） → 【保存を要する情報】重要な情報を全戸に確実に伝達する。 → 目につきやすいよう、ビジュアル化する。 → 見やすいよう、文字を大きくする。 → 読みやすいよう、文字数を少なくする。 → 自治会ルートで行事開催の１週間前に配付する。（町内会または町内会班長が配付） → →↓
④

回覧、掲示板による広報〔順位２） → 【緊急性がない情報】一般的なお知らせなど行事の予告など → 目につきやすいよう、ビジュアル化する。 → 見やすいよう、文字を大きくする。 → 読みやすいよう、文字数を少なくする。 → 自治会ルートで行事開催の２～３週間前に回覧(町内会または町内会班長が配付) → →↓



⑤

ネットワークニュースによる広報〔順位３〕 → 【緊急性がない情報・知識の情報】一般的なお知らせ、行事開催の予告など → 役員会で決定した行事の内容、行政等からの告知事項、その他の防災知識などを掲載する。 → 自治会ルートで毎月１回、１日に発行全戸配布(町内会または町内会班長が配付する。) → → → →↓
⑥

広報車による巡回広報〔順位１～３〕（順位は内容による） → 【緊急性のある情報】 → 分かりやすいよう、主催者名・開催日時・場所・行事名を短文でまとめる。 → 広報用テープの作成住民の声で録音（１０名程度の声の変化で傾聴を促す） → 巡回コースの設定・全戸に聞こえるルート・一筆書で回れるルート → 巡回準備自家用車に拡声装置を装着する。 → 巡回時間1回約１時間で回る（２人で交替運転）内容により前日、当日、直前の３回巡回する。 → 〈注意〉巡回時刻と音量に配慮が必要騒音苦情対策↓
⑦

インターネットによる広報（順位４） → 【図表、写真などの情報・外部HPとリンクする情報】 → 分かりやすいよう、写真やグラフなどを活用したり、外部ＨＰを利用する。 → 内容は、必要に応じて順次更新する。 → 新しい情報が入り次第更新する。 → 〈注意〉全戸がＨＰの利用者ではないので全戸に情報は伝達できない。 → →↓
⑧

継続性発信側：広報の質の向上受信側：利用者の拡大 → 集会所で無料のパソコン勉強会を行い、広報担当者の育成を図る。 → 全体が把握できる「編集長」を育成編集長は、自主防災活動全般から広報活動を考案する。 → ＨＰ担当者、紙面編集者の育成担当者は、担当ツールの中で広報テクニックを考える。 → ＨＰ利用者の拡大を図り、パソコン勉強会を利用する。 → → →↓
⑨ → → → → → → →



■活動の評価方法①数や両の変化による評価
②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）①活動のコツなど
②参考資料等・重要な情報は必ず複数のツールで伝達すること
朝倉台自主防災会ホームページ　http://www4.kcn.ne.jp/~t-ogino/

・伝達した行事への参加者が増える　・インターネットのアクセス数が増える　・情報伝達者の数が増える
感謝の声が届く



活動指導案 実践団体名
■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－４１４１４１４１
① タイトル
② 活動の概要
③ 目標・ねらい
④

活動で上げることができる力・能力
⑤ 対象者
⑥ 活動・作業形態
⑦

準備するもの（道具・材料等）
⑧ 所要時間
⑨

必要なマンパワー（種類、人数）
⑩

必要経費（所要額、財源） ３～５人（事前準備と当日引率）全額自己負担　（７,５００～９,０００円　昼食付）

貸切バスで現地を巡る参加者名簿、行程表、参加者リボン、おやつ（個別袋入り）１日（７時30分ごろ出発、１９時ごろ帰着）
会員だけでなく地域住民へも参加を募集する
被災地、防災体験施設などを巡る研修バスツアー

朝倉台自主防災会
防災学習と親睦を兼ねた手作りの「現地研修会」
①災害の被害状況を現場で実感する。　②体験施設で体感する。　③会員、住民の親睦を図る①「百聞は一見にしかず」で災害の怖さを知る　②「備えよ常に」の心構えを養う　③会員の結束力



■活動の流れ↓活動の流れ
①

活動の承認（自主防災会単独主催） → 役員にて年間活動計画の中で提示し承認 → 総会で年間活動の一つとして承認を受ける。 → 役員会で研修地を募集 → → → →↓
②

旅行企画を立案する。 → 防災研修地域を３ヶ所程度に絞って選定する。 → 参加しやすくするため、出発及び解散地は住宅地内とする。 → 昼食付きの費用とし、バスはトイレ付きとする。 → 見積りを依頼する。　（会員の旅行業者にボランティアで依頼し、１週間後の報告を待つ） → → →↓
③

旅行計画の承認を受ける。 → 役員会で３ヶ所の見積りを検討する。 → 所用時間や費用面から行き先を決定する。 → 自主防災会の町会リーダー１５名が担当し、参加申込書の受領事務担当を承認する。 → → → →↓
④

参加者募集と申込み受付を行う。 → 募集テラシを印刷する。 → 実施１.５ヶ月前にリーダー１５名が担当し、地域全世帯にチラシを配布する。 → 実施1ヶ月前に参加者、参加費用を確定する。 → バスの台数を確定する。（１～２台） → 見学先に施設・会場案内を依頼する。 → 実施１ヶ月前に参加者への２回目の案内を送付する。 → もし、キャンセルがあれば旅行会社へ連絡する。↓



⑤

事前準備（実施前日まで） → 参加者への参加者一覧表、行程表を作成する。 → お菓子・飲み物の買出しを行い、袋詰めを１～２人で行う。 → 参加者用リボンを作成する。 → → → →↓
⑥

実施当日 → 集合時刻30分前までに受付を設置する。 → バスの到着を確認する。 → 出発１５分前までに参加者の確認と未出席者への電話連絡を行う。 → バス内にて防災会の活動を簡単に紹介する。 → バス内にて参加者が自己紹介をする。 → 防災施設を見学する。 → 文化・芸術・産業施設の見学
↓

⑦

反省会 → 帰路の車中および後日の役員会で感想、意見を聴取し、次回に活かす。 → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



■活動の評価方法①数や両の変化による評価
②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）①活動のコツなど
②参考資料等・バスの発着場所を住宅地内集会所前にすることで参加しやすい。・昼食付きにすることで参加者の準備が少なくなる。・防災を第一目的とするが、文化施設・観光地を行程に入れること。①現地研修会行き先一覧②研修会風景写真

①参加者数　　　②会員以外の参加者数
①防災意識の向上につながったか　　②地域内住民の親睦につながったか

実施年月 行き先1998/9 奈良市防災センター1999/4 北淡町　野島断層、キリンビール神戸工場2000/7 神戸港震災メモリアルパーク2001/4 根尾谷断層、薄墨桜2002/4 木曽川三川公園、輪中の里、なばなの里2003/4 神戸人と防災未来センター、神戸ハーブ園2004/7 浜名湖花博2005/4 名古屋　愛・地球博　　（バス2台）2006/6 琵琶湖博物館、近江八幡2007/6 国際大塚美術館、鳴門大橋2008/4 名古屋港防災センター、トヨタ産業博物館2009/4 岡崎城、八丁味噌カクキュー、キリンビール名古屋

現地研修現地研修現地研修現地研修　　　　行行行行きききき先先先先　　　　一覧一覧一覧一覧


